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本件の⽬的

＜⽬的＞

●Paysafe社のネットワークを活⽤し、viafintech社が保有する
オンライン現⾦決済プラットフォームとGLORYの製品・サービスを
組み合わせることにより新たなソリューションの実現をさらに加速

●通貨処理機の販売/保守だけにとどまらず、社会全体で効率的な
現⾦の流れを実現

●紙幣・硬貨⼊出⾦機の提供価値の増⼤

キャッシュ・アクセス・プラットフォーム紙幣・硬貨
⼊出⾦機

＜⽬的＞

●グローリーの保有する紙幣・硬貨⼊出⾦機と組み合わせることにより
新たなソリューションの実現

セルフサービス
キオスク ２



paysafecard社の概要
会社概要

企業名 paysafecard.com Wertkarten GmbH

Represent
atives

Managing Director Udo Müller
Managing Director Joze Rant
Managing Director Hartwig Gerhartinger

事業内容

設⽴年⽉ 2000年3⽉

本社所在地 Am Euro Platz 2, Vienna, Austria

オンライン電⼦マネー決済⽤プリペイドカード・バウ
チャーの開発・提供

ウェブサイト www.paysafecard.com

事業概要

プリペイドオンライン決済ソリューション

オンライン決済プロセス、デジタルウォレット、
eキャッシュ等の統合決済プラットフォームを運営

paysafecard my paysafecard paysafecard Mastercard paysafecard direct Paysafecash

※親会社であるPaysafe Limitedはニューヨーク証券取引所に上場
３



paysafecard社の強み

１．強固な販売ネットワーク

・デジタルウォレット、eCash等の統合決済
プラットフォームを運営

・世界50ヶ国 65万店の販売店

２．プリペイドオンライン決済のグローバルマーケットリーダー

・50ヶ国で電⼦マネー及びマスターカードの
発⾏が可能なライセンスを保有

・5種類の決済⽅法

３．⾼品質なソフトウェア開発能⼒

４



期待されるシナジー効果
「⻑期ビジョン2028」実現に向けた新事業領域の拡⼤

◆⻑期ビジョン2028◆ ◆期待されるシナジー効果◆

１．グローリーの販路を活⽤したキャッシュ・アクセス・
ネットワークの拡⼤加速

２．オンライン現⾦決済プラットフォームと通貨処理技術の
融合による新たな顧客価値の創造

〜期待を超えるスピードでの「市場・顧客ニーズの創出」、「製品・サービスのタイムリーな提供」の実現〜

※⾚枠︓期待されるシナジー効果の領域

◆期待される社会的インパクト◆

３．従来型ATMの⼤幅投資削減が実現
（リテール店舗レジにて現⾦の⼊出⾦）

４．すべての⼈々の銀⾏取引、⾦融サービスへのアクセスを
促進・拡⼤*

*「持続可能な開発⽬標（SDGs）」

５



補⾜︓Cash 4.0とは

詳細につきましては下記をご参照ください（英語）
https://www.glory-global.com/en-gb/resources/en_gb/thought-leadership/evolution-of-the-cash-cycle/

Cash 4.0 とは社会に広くキャッシュ・アクセス・ポイントを設けることで世界中の⼩売
店で誰もが⾃由に決済⼿段を選択でき、⼩売店と消費者間で現⾦が還流することにより、誰もが
簡単に現⾦を⼿にすることができる社会を⽬指すものです。

The Community Cash Cycle
Central
Bank

Commercial
Bank Consumer MerchantCash 

Centre

Cash 2.0Cash 0.0 Cash 1.0 Cash 3.0
Central
Bank

Commercial
Bank Consumer MerchantCash 

Centre

コミュニティ・キャッシュ・サイクル
中央銀⾏ 銀⾏ 消費者 ⼩売店キャッシュセンター

Eコマース決済 請求書払い
デジタルバンク Eウォレット
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